
 

７月の行事予定 ＊印については後日詳しくおたよりします。 
１日（木）プール開き 
２日（金）弁当の日 
３日（土）夕涼み会～あつまれげんきっこまつり～ 

保育所開放日 
７日 (水) 更生保護女性会来所 
８日 (木) こあら組・うさぎ組のびのびすくすくの日③＊ 

５歳児交流保育【ぞう組：中部保育所へ】 
９日 (金) ミニエコ講座（エコバッグ作り）【ぞう組参加】 

１２日 (月) 身体測定週（～１６日） 
１５日（木）ぞう組・りす組のびのびすくすくの日③＊ 
１６日（金）誕生会・布団持ち帰り 
２０日（火）集金日 
２１日 (水）ふれあいデー（そうめん流し） 
２２日 (木）海の日【祝日：休所】 
２３日 (金）スポーツの日【祝日：休所】     
２６日（月）避難訓練 
２７日（火）ぱんだ組・ひよこ組のびのびすくすくの日③＊ 

５歳児交流保育【ぞう組：わにぶち保育所へ】 
２８日（水）保育所開放日 
２９日（木）1年生を迎える会 
３０日（金）布団持ち帰り 
３１日（土）保護者研修会＊ 

８月の行事予定 

３日（火）巡回相談日【山田心理相談員来所】 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保  育  所  だ  よ  り 
令和３年７月号 

平 田 保 育 所 
TEL 62-3207 

保育目標～夏の遊びを楽しもう。 
プール遊びや泥んこ遊び、氷や寒天、色水やシャボン玉、絵

の具でのボディペインティングなど、様々な素材に触れる経験
をしながら、暑い夏だからこそできる遊びを思いきり楽しめる
よう計画します。 
生活目標～体を清潔にしよう。 
汗をかいた後は、シャワーをしてきれいな服に着替えること

でさっぱりとし、体を清潔にする気持ち良さを感じられるよう
にしていきます。 
また、絵本や紙芝居などの視聴覚教材を使い、子どもたちの

年齢に合った言葉や方法で、体を清潔にすることの大切さを伝
えていきます。 

梅雨が明けて夏本番を迎える 7月。白い雲と青く澄んだ夏空が待ち
遠しい日々が続いています。所庭に設置されたプールを見て、プール
開きの日を今か今かと楽しみに待っている子どもたちです。 
また、雨上がりの庭では泥んこ遊びや水遊びをする子どもたちの歓

声が響いています。今月も色々な素材に触れ、発見や感動する気持ち
を大切にした保育をしていきたいと思います。そして、「明日もした
いな」と思える遊びが繰り返し楽しめるよう、子どもたちの興味に寄
り添いながら環境を準備していきます。 
いよいよ、子どもたちが心待ちにしているプールも始まります。十

分にプール遊びが楽しめるよう、朝ごはんをしっかり食べて登所する
ようにしましょう。けんこうカードの記入等、引き続きよろしくお願
いします。 

 

●夕涼み会～あつまれげんきっこまつり～について（３日） 

今年の夕涼み会は時間を分けて行います。10 時～11 時 30 分
はひよこ・りす・うさぎ・こあら組、14時～16時はぱんだ・ぞ
う組の参加としました。きょうだいのおられる方は上のお子さん
のクラスでご参加ください。 

来場される前にご家庭で検温をしていただき、体調がすぐれな
い方は無理をなさらず、参加をご遠慮ください。 

なお、この日の土曜共同保育はみなみ保育所にて行います。 

●履物について 

7～8 月はサンダルを履いて登所されてもかまいません。かか
とにベルトのあるもので、自分で脱ぎ履きができるものに限りま
す。ヒールのついているものや、つっかけ、草履、クロックスは
やめましょう。 

職員出張関係（△は午後からの研修）      

１日 キャリアアップ研修～長岡（2日まで） 

１９日 私保連キャリアアップ研修 

～河村（21日まで） 

２６日 男女共同参画推進研修～土江美紀 

 

ご寄贈ありがとうございました 

古布～保護者様 

              ～

書籍「忠吉語録」～地域の

方～ 

「❤子育て通信❤」～カンタン科学遊びをしよう～ 

『科学遊び』と聞くと、何か難しいもののように聞こえるかもし
れませんが、子どもたちの周りの物や現象のすべてが科学とかかわ
りがあります。 
生活の中で気付いた天気や雲、散歩で見つけた川の水の流れを、

「不思議だな」「どうしてだろう？」と感じたり、考えたりするこ 
とから就学以降の科学の芽は育ちます。年齢や発達によってできる
ことや知的な力は違いますが、それぞれの時期に合った方法で興味
関心を伸ばすことが大切です。 

 
では、どのようなことをしたらよいのでしょう？ 
 
乳幼児期は、子ども自身が手を動かし体験することが大切です。

映像を見るより、直接触ってみる方が五感が刺激され、興味が深ま
ります。そして、子どもたちが体験する場所に大人や友だちが一緒
にいておもしろがったり、驚いたり、考えたり、感心したりするこ
とも大切です。 
保育所の年齢の子どもたちは、その時楽しんでいても、忘れてし

まうかもしれません。また、理屈や用語がわからないかもしれませ
ん。けれども、子どもたちの「なぜ？」に簡単に答えを言ってしま
うのではなく、一緒に考えたり試したりする時間がとても大事なの
です。この年齢で体験したことが、科学の芽となって、就学以降の
学習や生活につながっていきます。子どもと一緒に試行錯誤するひ
と時を楽しみませんか？   （ポット7月号チャイルド本社 参照） 

（ぞう組） 

（うさぎ組） 

（りす組） 

（ぱんだ組） 

（ひよこ組） 

（こあら組） 

６月の遊びから 

お知らせ・お願い 


